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１ 数理分子生命理学専攻 

 

1-1 専攻の理念と目標 

 数理分子生命理学専攻では，生命科学と数理科学の融合的研究教育を推進することを目標とし

て掲げている。複雑な自然現象，特に生命体における一連の物質情報交換システムなどを含む複

雑系の現象に焦点を当て，理学諸分野との協力のもとにその系統的解析を行う。これによって得

られる現象の数理的認識を数理科学的モデルとして定式化し，数値シミュレーション法や新しい

データ集積・解析法を適用して，論理的・統合的に研究を体系化して，生命現象や自然現象を支

配する基本法則を解明していくことを目指す。このような学問領域は，今後飛躍的に重要性が増

す分野であり，本専攻の存在は基礎科学の発展に大きく貢献するとともに，単なる学問上の意義

だけに止まらず，新しい社会のニーズにも応えていくものである。 
 

1-2 専攻の組織と運営 

【１】数理分子生命理学専攻の組織 

 数理分子生命理学専攻の概要 
 数理分子生命理学専攻は，生命現象に焦点を当て，生命科学・分子化学・数理科学の融合によ

る新しい学問領域の創成と教育を目的として平成11年4月に全国に先駆けて設置された。本専攻は

生物系，化学系の実験グループと数理系の理論グループから構成され，生命現象に対し分子，細

胞，個体のそれぞれのレベルでの多角的な実験的研究と，計算機シミュレーションや理論的研究

によって，生命現象とその関連分野を多面的かつ統合的に解明していくことを目標にしている。 
 本専攻は生物系と化学系の研究グループが属する「生命理学講座」と数理系研究グループが属

する「数理計算理学講座」の二つの基幹大講座からなる。学生定員は博士課程前期23名，後期課

程11名である。本専攻は幅広い分野からの学生募集をするので，入学する学生は，数学，物理学，

化学，生物学，薬学，農芸化学など様々な分野で学部教育を受けた者であり，生命現象の解明に

対してもそれぞれ異なる視点や研究方法を持っている。そこで，博士課程前期では，学生が生命

科学の諸問題や学際研究の重要性を認識するために，生命科学と数理科学に共通する入門講義，

ついで，分子生物学，化学，数理科学の基礎を体系的に編成した専門基礎講義，さらに各研究グ

ループによる先端的な専門講義を段階的に行う。また，学生に入学当初から各研究グループの第

一線の研究活動に加わってもらうことによって新しい研究領域への理解と興味を促す。これによ

って，高い専門知識のみならず，多分野の知識の組み合わせや視点をかえて発展させる能力の育

成を図る。博士課程後期では，多面的な視点から創造的な研究活動が行えるように配慮し，独立

した研究者としてこの新しい分野の発展を担うことのできる人材や，高度な社会的ニーズに応え

ることのできる創造力のある人材の育成を目指す。 
 本専攻の目的の一つは，生命を統合的に研究していくと同時に，関係するいろいろな考え方や

方法論を身に付けた若い人材を育てることである。生命に対して，広い視野を持って挑戦しよう

という意欲のある学生諸君の入学を期待する。 
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【２】数理分子生命理学専攻の運営 

 数理分子生命理学専攻の運営は，数理分子生命理学専攻長を中心にして行われている。 
  平成29年度数理分子生命理学専攻長   西森 拓 
 
 また，数理分子生命理学専攻の円滑な運営のために各種委員会等が活動している。平成29年度

の各種委員会の委員一覧を次にあげる。 
 

・数理分子生命理学専攻内の各種委員会 

委 員 会 名 平 成 29 年 度 

三系代表者会議 西森，中田，山本 

就職担当 泉(9月迄)/山本(10月以降) 

HP委員 ○粟津，冨樫，藤原(昌），高橋 

パンフレット委員 ○李，芦田，中坪 

教務 ○坂本(尚)，片柳，李 

庶務・会計 粟津 

チューター 西森，高橋 

                             ○印 委員長 

 

・理学研究科における各種委員会の数理分子生命理学専攻委員 

委 員 会 名 平 成 29 年 度 

研究科代議委員会 西森 

人事交流委員会 西森 

安全衛生委員会（衛生管理者） 藤原(昌) 

評価委員会 片柳，坂本(敦) 

広報委員会 島田 

地区防災対策委員会 西森 

教育交流委員会 選出せず 

大学院委員会 坂元 

情報セキュリティ委員会 小林 

将来構想検討WG 選出せず 
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1-2-1 教職
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1-3 専攻の大学院教育 

1-3-1 大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

【１】教
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・平成29年
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・各研究グループの在籍学生数 
平成29年度 

研究グループ名 Ｍ１ Ｍ２ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ＋ 

数理計算理学講座 11 12 1 1 2 0 

  非線形数理学 0 1 0 1 0 0 

  現象数理学 7 8 1 0 2 0 

  複雑系数理学 4 3 0 0 0 0 

生命理学講座 18 16 5 4 2 0 

  分子生物物理学 2 5 2 0 0 1 

  自己組織化学 4 4 0 1 0 0 

  生物化学 1 0 0 0 0 0 

  分子遺伝学 6 3 3 2 2 0 

  分子形質発現学 1 1 0 0 1 0 

  遺伝子化学 4 3 0 0 1 0 

計 29 28 6 5 5 0 

 

・博士課程修了者の進路           （修了年の5月1日現在） 

修了者総数 

就  職  者 左記以外 

研

究

者 

情
報
処
理
技
術
者 

そ
の
他
技
術
者 

教

員 

事
務
・
そ
の
他 

公

務

員 

小

計 

進

学 

そ

の

他 

29年度 30 4 3 5 3 8 2 25 5 0 

 

1-3-3 大学院生の国内学会発表実績 

 博士課程前期の学生が共同研究者の発表件数    33件 

 博士課程後期の学生が共同研究者の発表件数    23件 

 

1-3-4 大学院生の国際学会発表実績 

 博士課程前期の学生が共同研究者の発表件数     9件 

 博士課程後期の学生が共同研究者の発表件数    12件
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1-3-5 修士論文発表実績  

・平成29年度修士学位授与 

 発表者 論文題目 指導教員名を記す。 
 
平成29年度 

1. 伊藤 慎一郎 
天然変性領域を介した転写共役因子と核内受容体のタンパク

質間相互作用解析 楯 真一 

2. 井上 涼平 
過渡的なドメイン間相互作用が形成するプロリン異性化酵素

Pin1の動的機能制御機構の解明 楯 真一 

3. 上田 和也 TRAF6の二量体化能と機能との相関解析 楯 真一 

4. 梅原 康平 HSP70基質結合ドメインにおける構造機能制御機構の解明 楯 真一 

5. 垣内 大志 放射線が誘発するクラスターDNA損傷の性状解析と生物影響 井出 博 

6. 春日 雅裕 強磁場重力制御環境における麹菌のストレス応答 藤原 好恒 

7. 門田 莉歩 アリの採餌行動の数理モデルとその解析 西森 拓 

8. 亀田 健 
分子動力学計算を用いたヌクレオソーム構造の安定性に対す

る各コアヒストンの寄与の解析 粟津 暁紀 

9. 萱原 克彦 表面張力差を駆動力とし水面上を滑走する自己駆動体の非線

形現象 中田 聡 

10. 黒瀬 友太 ウニ初期胚における左右性決定メカニズムの解析 粟津 暁紀 

11. 郡島 遥 振動運動する樟脳船の周期に関する溶解・拡散依存性 中田 聡 

12. 佐藤 将人 
バフンウニ初期発生におけるテロメア長及びテロメア関連因

子の解析 坂本 尚昭 

13. ZHAO YAN 

Analysis of Fragile X-associated Tremor/Ataxia Syndrome 
Pathology by Simulating Secondary Structure Formation in CGG 
Repeat R-loop and mRNA 
(Fragile X-associated Tremor 及び Ataxia Syndrome 病態に対す

る CGG Repeat 配列の R-loop 及び mRNA の2次構造形成シ

ミュレーションによる解析) 

粟津 暁紀 
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14. 鈴木 沙弥香 網羅的解析による酵母クロマチン動態の機能の解明 楯 真一 

15. 清家 大雅 サリチル酸エチル油滴の集団運動に関するモデリングと実験 西森 拓 

16. 高橋 孝治 
ゲノム編集を利用した遺伝子ノックインにおけるドナープラ

スミドのサイズ制限の解消 山本 卓 

17. 西村 夕紀 
ピロール-イミダゾール-ポリアミドを連結したアルキル化剤

が誘発するDNA損傷の修復機構と塩基配列特異性 井出 博 

18. 野村 美生 
ポリオール系分子の構造に依存したリン脂質分子膜の応答と

分光学及び熱測定による
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1-3-6 博士学
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1-4 専攻の研究活動 

1-4-1 研究活動の概要 

・数理分子生命理学セミナー 

平成29年度 
第1回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年4月19日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：新海 創也 先生 （広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻・研究員) 

演題：生きている状態のクロマチンドメイン構造を数理で理解し活写する 

 

第2回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年4月26日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：安藤 匠，入江 康崇，上山 拓哉（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第3回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年5月10日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：江川 和幹，小川 美咲，杉山 文香（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第4回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年5月17日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師1：Nagisa Matsumoto （Creighton University Class of 2019, College of Arts and Sciences） 
演題：Undergraduate College Life in America 
講師2：Reece Mitsuyasu （University of Portland Class of 2019, College of Arts and Sciences） 
演題：Undergraduate College Life in America 
 
第5回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年5月24日(火)16：20- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：河合 美於，久世 雅和，國井 厚志（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第6回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年5月31日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：桑原 直子，下東 修，金本 僚太（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 
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第7回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年6月7日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：高尾 和孝，田村 佳織，田村 孝平（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第8回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年6月14日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：中尾 優大，中嶋 直大，橋口 雄飛（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第9回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年6月21日(金)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：秦 祐喜，林 紗弥香，林田 薫明（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 
  

第10回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年6月28日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：西村 善文 先生 （横浜市立大学 学長補佐・特任教授) 

演題：クロマチン関連タンパク質による紐様認識の構造生物学 

 

第11回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年7月5日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：Oliver Steinbock 教授 （Florida State University, USA）  
演題：Self-organization and complexity: The origin of macroscopic order from microscopic processes 
 

第12回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年7月12日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：西川 正俊 先生 （法政大学生命科学部・助教) 

演題：細胞表層の安定性と不安定性: 収縮力によるパタン形成とその制御 

 

第13回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年7月19日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：彦坂 諭志，細川 誠司，松島 佑樹（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 
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第14回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年7月26日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：村上 智威，本常 友章，諸井 桂之（本専攻M1） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第15回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年8月2日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ209講義室 

講師：矢野 晃生，吉山 諒，ZHAO YAN（本専攻M1，M2） 

演題：学部のときにやったこと 

 

第16回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年10月4日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：齋藤 勝和 先生 （広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻・研究員) 

演題：シアノバクテリアの翻訳制御機構に関する研究 

 

第17回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年10月11日(金)14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：川嵜 亮祐 （広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻・D1） 

演題：天然変性タンパク質の構造機能解析 

 

第18回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年10月18日(水) 14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：針田 光 （広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻・D2） 

演題：糸状菌の成長に対する光と磁場効果 

 

第19回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年10月25日(火) 12：50- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：田邊 章洋（広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻・D3) 

演題：粉体の流れと偏析現象 

 

第20回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年11月15日(水) 14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：白石 允梓 先生 （広島大学大学院理学研究科 数理分子生命理学専攻・特任助教) 

演題：群れの数理的研究 
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第21回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年11月22日(水) 14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：山口 智彦 先生 （明治大学 研究・知財戦略機構，特任教授) 

演題：創発とBZ反応 

 

第22回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年11月29日(水) 14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：佐藤 陽子 先生 （東亜大学 医療学部，教授) 

演題：哺乳類の精子形成過程解析の試み 

 

第23回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年12月13日(水) 16：20- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：Kimmo Kaski先生（Aalto University School of Science, Finland Wolfson College & CABDyN 
Complexity Center, Said Business School, Oxford University, UK Complexity Science Hub 
Vienna, Austria） 

演題：Social Physics: Data-Driven Discovery of Human Connectome 
 
第24回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成29年12月20日(水) 14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：三谷 幸之介 先生（埼玉医科大学ゲノム医学研究センター遺伝子治療部門) 

演題：遺伝子治療の復活とそれを支えるベクター技術 

  

第25回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成30年1月10日(水) 14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：板橋 岳志 先生 （理化学研究所 生命システム研究センター 広島大学共同研究拠点 細

胞場構造研究ユニット・研究員） 

演題：実際にいじって理解し，操る，細胞分裂 

 

第26回 数理分子生命理学セミナー 

日時：平成30年1月17日(水)14：35- 

場所：理学部Ｅ211講義室 

講師：岩根 敦子 先生 （理化学研究所 生命システム研究センター 広島大学共同研究拠点 細

胞場構造研究ユニット・ユニットリーダー) 

演題：今まで見えなかった細胞超微細構造のラビリンスを探検できたら面白い 
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7．那須香子，中田 聡，“自己駆動体の界面光制御”，日本化学会中国四国支部大会，PH04P，
鳥取，2017年11月12日. 

 
 
生物化学研究グループ 

構成員：泉 俊輔（教授），芦田嘉之（助教），七種和美（助教） 

 

○研숀
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浅野賢治，斉藤和季，村中俊哉．プラチナTALENによる毒のないジャガイモ4倍体の作出．

日本ゲノム編集学会 第2回大会，平成29年6月28-30日，大阪 



Ⅵ－45 

日，兵庫 

◎27．重田美津紀, 山本 卓, 鈴木賢一. ネッタイツメガエルの変態におけるatg5とatg7の関与. 

2017年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017），平成29年12月6-9日，兵庫 

◎28．西谷あい，吉原 亨，吉田裕作，鈴木登志郎，佐久間哲史，山本 卓，浅野雅秀，庫本高

志．Hcn1ノックアウトラットの運動機能の評価．2017年度 遺伝研 研究会「マウスとラッ

トで拓く新しい比較実験動物学」，平成29年12月14-15日，三島 

◎29．鈴木美有紀, 林 利憲, 井上 武, 阿形清和, 竹内 隆, 山本 卓, 鈴木賢一. ゲノム編

集技術を用いたイベリアトゲイモリ四肢発生・再生における遺伝子機能解析. イベリアト

ゲイモリ研究会 第2回, 平成30年12月19日, 米子 

◎30．壺井雄一，金田実郎，高橋史員，五十嵐一暁，瀧村 靖，佐久間哲史，山本 卓．人工DNA
切断酵素TALENと一本鎖DNAを用いたRhizopus属糸状菌における高効率相同組換え技術の

確立．日本農芸化学会 2018年度大会，平成30年3月15-18日，名古屋 

◎31．樋口健太郎，伊奈佳晃，風藤行紀，尾崎雄一，山口寿哉，嶋田幸典，阪倉良孝，後藤理恵，

松原孝博，升間主計，佐久間哲史，山本 卓，藤原篤志，玄 浩一郎．クロマグロryr1b遺
伝子のゲノム編集とその形質評価．平成30年度 日本水産学会春季大会，平成30年3月26-30

日，東京 

 

 

 

分子形質発現学研究グループ 

構成員：坂本 敦（教授），島田裕士（准教授），高橋美佐（助教），岡﨑久美子（共同研究講座助

教） 

 

○研究活動の概要 

 本研究室では，植物に特徴的な高次生命現象を司る分子基盤とその制御機構について，遺伝子，

代謝，分化・形態などの幅広い視点から研究している。とりわけ，不断に変化する生育環境への

適応・生存を可能にする代謝調節機能や，植物の主要機能を担う葉緑体のバイオジェネシスに注

目している。また，これらの植物機能の解明研究を通じて，過酷環境でも生存可能で高い生産ポ

テンシャルを有する植物の創出研究も行っている。 

(1) 植物の成長生存戦略と代謝機能制御 

  独立栄養を営む植物は，動物と比較して遙かに多様で複雑な物質代謝系を有するが，その固

着性が故に厳しい環境変動を生き抜くために代謝が担う役割も極めて大きい。即ち，過酷環境

下の適応応答や恒常性の維持などの生命現象においては様々な物質代謝が関与しているが，植

物代謝系は単に多彩なだけでなく，生育環境の変動に応じて代謝の生理的役割を合目的に変換

する柔軟性をも兼ね備えている。このような多機能性を有した植物代謝のダイナミズムを，運

動能力の欠如を補う植物の“したたか”な成長生存戦略の一環と捉え，その制御に関わる分子

機構や遺伝子ネットワークの解明研究を進めている。また，シグナル伝達やストレス傷害とい

った正負両面の生理作用を持つ活性酸素や活性窒素の植物代謝機能に焦点を絞った研究も展開

している。亜硝酸毒性や硝酸過剰障害，大気汚染など，活性窒素の関わりが示唆されている農

業・環境問題にも関心があり，大気中の活性窒素酸化物の植物生理作用なども解析している。 

(2) 葉緑体の発達機構 

  植物細胞において葉緑体は光合成を行うだけでなく，窒素・硫黄代謝，アミノ酸合成，植物

ホルモン合成等を行う重要な細胞小器官である。また，緑色組織以外において葉緑体はカロテ

ノイドやデンプンを貯蔵する赤色・黄色・白色の色素体へと形質転換する。植物の主要機能を

担う葉緑体や色素体が形成されるメカニズム解明を目的として，遺伝学・分子細胞生物学・生
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物学会第81回大会シンポジウム「環境に応じた光合成機能の最適化」（2017年9月8日，東京

理科大野田キャンパス） 
 

 一般講演 
◎1．竹村美保，大賀勇人，坂本 敦，島田裕士，三沢典彦．Or は phytoene synthase 活性を制御

するredox タンパク質である（Or is a redox protein that regulates phytoene synthase activity）．
第35回日本植物細胞分子生物学会（埼玉）大会・シンポジウム．2017年9月7-9日，埼玉． 

◎2．韓 邑平, 渡邊俊介, 島田裕士, 坂本 敦. Abiotic stress responses of the endoplasmic reticulum 
in relation to activation of abscisic acid production. 第59回日本植物生理学会年会，2018年3月

27-29日，札幌（札幌コンベンションセンター）． 

◎3．橋口雄飛, 島田裕士, 坂本 敦．Allantoin, a stress-responsive purine metabolite, enhances cold 
tolerance in Arabidopsis. 第59回日本植物生理学会年会，2018年3月27-29日, 札幌（札幌コン

ベンションセンター）． 
4．渡邊俊介, 菅野裕理, 澤田有司，松井章浩, 田中真帆, 平井優美，関 原明, 坂本 敦, 瀬

尾光範．Physiological role of molybdenum cofactor sulfurase ABA3 in stress tolerance of 
Arabidopsis distinct from the accumulation of abscisic acid. 第59回日本植物生理学会年会，2018

年3月27-29日, 札幌（札幌コンベンションセンター）． 
◎5．富永 淳, 田中波累，高見常明, 坂本 亘，坂本 敦，島田裕士．A chloroplastic protein disul 

de reductase OsCYO1 is essential for short-day growth in rice. 第59回日本植物生理学会年会, 

2018年3月27-29日, 札幌（札幌コンベンションセンター）．  

◎6．高橋美佐，坂本 敦，森川弘道. 二酸化窒素によるシロイヌナズナ胚軸伸長抑制には PIF4 が
関与している 第59回日本植物生理学会年会，2018年3月27-29日，札幌（札幌コンベンショ

ンセンター）． 
 

 
遺伝子化学研究グループ 

構成員：井出 博（教授），中野敏彰（助教）, 津田雅貴（助教） 

 

○研究活動の概要 

(1) ゲノム損傷修復に関する研究 
  生物の遺伝情報を担うゲノム DNA には，水との接触による加水分解や好気的な代謝により発

生する活性酸素による酸化が絶え間なく起こっている。さらに，環境中の化学物質や放射線へ

の暴露により，ゲノム損傷生成はさらに加速される。生じたゲノム損傷が適切に修復されない

と，細胞死や突然変異が誘発される。突然変異は遺伝情報が変化させ癌や遺伝病の原因となる。

したがって，生物が高い精度で遺伝情報を維持していくためには，ゲノムに生じた損傷（きず）

を効率よく修復していく必要がある。このメカニズム解明にむけて，生化学的および分子生物

学的な観点から研究を進めている。 
(2) ゲノム損傷検出に関する研究 
  環境中の化学物質や放射線，および抗がん剤はゲノムに多様な損傷を誘発する。誘発される

損傷の中で，DNA-タンパク質クロスリンク（DPC）および DNA-DNA クロスリンク（ICL）は

高い細胞致死効果を示す。化学物質，放射線，および抗がん剤の生物影響の原因を分子レベル

で解明するため，DPC および ICL 損傷の高感度な検出法を開発している。 
 
○発表論文 
・原著論文 
◎1．Nakamae K, Nishimura Y, Takenaga M, Nakade S, Sakamoto N, Ide H, Sakuma T, Yamamoto T. 
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Establishment of expanded and streamlined pipeline of PITCh knock-in - a web-based design tool 
for MMEJ-mediated gene knock-in, PITCh designer, and the variations of PITCh, PITCh-TG and 
PITCh-KIKO. Bioengineered, 8(3), 302-308 (2017) 

◎2．Kadoda K, Moriwaki T, Tsuda M, Sasanuma H, Ishiai M, Takata M Ide H, Masunaga SI, Takeda S, 
Tano K. Selective cytotoxicity of the anti-diabetic drug, metformin, in glucose-deprived chicken 
DT40 cells. PLoS One, 12(9), e0185141 (2017) 

◎3．Tsuda M, Cho K, Ooka M, Shimizu N, Watanabe R, Yasui Y, Nakazawa Y, Ogi T, Harada H, Agama K, 
Nakamura J, Asada R, Fujiike H, Sakuma T, Yamamoto T, Murai J, Hiraoka M, Koike K, Pommier 
Y, Takeda S, Hirota K. ALC1/CHD1L, chromatin-remodeling enzyme, is required for efficient base 
excision repair. PLoS One, 12(11), e0188320 (2017) 

4．Çaglayan M, Prasad R, Krasich R, Longley MJ, Kadoda K, Tsuda M, Sasanuma H, Takeda S, Tano K, 
Copeland WC, Wilson SH. Complementation of aprataxin deficiency by base excision repair 
enzymes in mitochondrial extracts. Nucleic Acids Res. 45(17), 10079-10088 (2017) 

5．Tsuda M, Terada K, Ooka M, Kobayashi K, Sasanuma H, Fujisawa R, Tsurimoto T, Yamamoto J, Iwai 
S, Kadoda K, Akagawa R, Huang SN, Pommier Y, Sale JE, Takeda S, Hirota K. The Dominant role 
of proofreading exonuclease activity of replicative polymerase ε in cellular tolerance to cytarabine 
(Ara-C). Oncotarget. 8(20), 33457-33474 (2017) 

 
 
○講演等 
・国際学会 
招待講演 
1．Ide H, "Radiation-induced DNA-protein cross-links: mechanisms and significance", US-Japan DNA 

Repair Meeting 2017, Berkeley, CA, USA, 2017.5.17-21 
 
・国内学会
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西 森   拓：JST クレスト「現代の数理科学と連携するモデリング手法の構築」 
超一様性の理論と諸科学におけるランダムネスへの展開（代表代行） 

粟  津  暁  紀：科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)「社会性昆虫の集団的機能発現機構に関する

実験・理論・データ解析からの融合研究」（分担） 

中 田   聡：科学研究費補助金・基盤研究(Ｃ)「非線形性の高い自己駆動系による時空間パ

ターン発現」（代表） 
中 田   聡：科学研究費補助金・基盤研究(Ｃ)特設「非線形性に基づく人工物の強化」（代表） 
中 田   聡：科学研究費補助金・基盤研究(Ａ)「散逸系における空間局在解の階層構造と頑

健性の起源の解明」（分担） 
中 田   聡：科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)「社会性昆虫の集団的機能発現機構に関する

実験・理論・データ解析からの融合研究」（分担） 
中 田   聡：科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)「自己駆動系の集団運動に対する数理モデリ

ングとその数理解析」（分担） 
中 田   聡：科学研究費補助金・基盤研究(Ｃ)特設「Interfacial and Free-Boundary Dynamics of 

Active Matter」（分担） 
中 田   聡：JSPS外国人招聘研究者短期受入（代表） 
中 田   聡：物質・デバイス領域共同研究拠点「非線形性の導入による生き生きとしたアク

ティブマターの構築」(20173006) （代表） 

中 田   聡：「リン脂質膜に及ぼす糖分子などの作用の研究」株式会社資生堂（代表） 
中 田   聡：「食の安全を判断する化学センサーの開発」サタケ技術振興財団（代表） 
中 田   聡：「非線形科学に立脚した充放電システムの評価と最適化」中国電力技術研究財団

（代表） 
中 田   聡：Dynamics Days Europe 2017での招待講演，日本科学協会・海外発表促進助成 
針 田   光：（公財）広島大学教育研究支援財団：平成29年度研究助成金（代表） 
坂 本   敦：JST/OPERA（課題代表者）「高性能油脂生産藻類の開発」 

坂 本   敦：鳥取大学乾燥地研究センター共同研究「ストレス応答のプライミング現象を利用

した環境温度耐性植物の作出」 

島 田 裕 士：JST/ALCA（共同研究者）「気孔開度制御による植物の光合成活性と生産量の促

進」 
島 田 裕 士：岡山大学資源植物研究所共同研究「CYO1/CYO2遺伝子高発現植物の光合成活性

測定」 
島 田 裕 士：自然科学研究機構基礎生物学研究所共同利用研究費「CYO1高発現植物の光合成

PSI測定」 
島 田 裕 士：大阪市立大学人工光合成研究拠点共同研究「酸化型ルビスコを還元するCYO2

蛋白質の結晶化スクリーニング」 
島 田 裕 士：国立大学法人筑波大学遺伝子実験センター「形質転換植物デザイン研究拠点」

共同研究「ナス科植物CYO1/CYO2遺伝子高発現体の光合成効率解析」 

高 橋 美 佐：科学研究費補助金・基盤研究(Ｃ)「大気中の二酸化窒素による植物バイタリゼー

ション原因遺伝子の共発現解析とその解明」 

岡 﨑 久美子：科学研究費補助金・若手研究(Ｂ)「葉緑体分裂を制御する膜脂質シグナル経路の解

析」 

坂 元 国 望：科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）「Turing パターンの生成と漸近パターン間を遷
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移する構造の力学系的研究」代表 
坂 元 国 望：科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）「生命科学に表れる散逸系数理モデルの数学的

基盤の構築と応用」分担 
新 海 創 也：科学研究費補助金・新学術領域研究（公募研究）「分子修飾情報を実装した染色

体数理モデルによるクロマチンドメイン内相互作用の研究」代表 

新 海 創 也：科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究「核内クロマチン構造のフラクタル次元と

核内温度の同時イメージング技術の開発」代表 

菅 原 武 志：科学研究費補助金・若手研究（Ｂ）「ゲノム構造大域的遷移の数理的解明」代表 

菅 原 武 志：科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究「核内クロマチン構造のフラクタル次元と

核内温度の同時イメージング技術の開発」分担 

冨 樫 祐 一：科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）「アロステリック制御を実現するタンパク構

造の設計原理」代表 

Holger Flechsig：科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）「アロステリック制御を実現するタンパク構

造の設計原理」分担 

楯   真 一：科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）「ラクトフェリンの抗破骨細胞形成部位の決

定と骨破壊性病変に対するペプチド医薬の開発」分担 

楯   真 一：科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）「酵素反応のボトルネックを探る：反応経路

サンプリングによる計算と実験による検証」分担 

吉 村 優 一：公益財団法人上原記念生命科学財団・研究奨励金「家族性変異によるストレス

顆粒過剰形成の分子機序解明」代表 

李   聖 林：科学研究費補助金「細胞の幾何学的構造に基づくパターン形成の解明」（H28- 

H30，若手Ｂ，代表） 

李   聖 林：JSTさきがけ「社会的課題の解決に向けた数学と諸分野の協働」領域の「動的変

形空間による細胞機能決定機構の解明及びIn vitro実験への検証」（H28-H31，

代表） 

李   聖 林：科学研究費補助金・基盤研究（Ｓ）, JAPAN. 科研費「昆虫のゾンビ化から紐 

解く生物の多様な振る舞いの源泉」（H29-H33, 基盤Ｓ, 分担） 

小 林   亮：CREST，JST，研究領域「現代の数理科学と連携するモデリング手法の構築」「環

境を友とする制御法の創生」，2014〜2019年度，代表 

小 林   亮：科学研究費補助金「昆虫のゾンビ化から紐解く生物の多様な振る舞いの源泉」

（2017—2021年度，基盤Ｓ，分担者） 

飯 間   信: (公)マツダ財団 「位相ダイナミクスに基づく固定および振動物体からの渦剥離 

の解析および制御」(H29-31, 代表) 

飯 間   信：2016 年度京都大学数理解析研究所; RIMS 共同研究「生物流体力学における基

礎問題と応用問題」(H29, 代表)  

飯 間   信: 科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）「蝶の飛翔制御のシステムバイオロジーによ

る解明」（2016-2018，研究分担者(研究代表者:泉田啓 (京都大学大学院工学研

究科))） 
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1-4-5 学界ならびに社会での活動 

山 本   卓：一般社団法人日本ゲノム編集学会, 会長 

山 本   卓：一般社団法人日本ゲノム編集学会, 将来計画委員会委員長 

山 本   卓：NPO法人日本分子生物学会, 理事 

山 本   卓：基礎生物学研究所, 運営会議委員  

山 本   卓：Mary Ann Liebert 出版・CRISPR Journal 誌 Editorial Board Member（2017 年～） 

山 本   卓：ナショナルバイオリソース事業ラット運営委員会委員 

山 本   卓：ナショナルバイオリソース事業ネッタイツメガエル運営委員会委員 

山 本   卓：NBTを用いた水産物の開発・実用化に関する検討委員会委員 

山 本   卓：第40回日本分子生物学会シンポジウム, オーガナイザー 

山 本   卓：日本分子生物学会年会第40回プログラム委員会委員 

山 本   卓：日本学術振興会，特別研究員審査会専門委員および国際事業委員会書面審査員・

書面評価員,2017年 

山 本   卓：熊本大学生命資源研究・教育センター客員教授 

山 本   卓：鳥取大学染色体工学センター客員教授 

山 本   卓：佐賀県教育委員会講師 

山 本   卓：日本再生医療学会「中高生のためのセッション」講師 

山本 卓・坂本尚昭：鳥取東高等学校「自然科学実験セミナー」指導 

山本 卓・佐久間哲史：第2回・第3回ゲノム編集講習会講師 

坂 本 尚 昭：広島大学・マツダ財団連携事業「科学わくわくプロジェクト研究センター」研

究員 
坂 本 尚 昭：国際生物学オリンピック「日本生物学オリンピック2017」本選作題委員会委員 
坂 本 尚 昭：ノートルダム清心高等学校 大学訪問 講義 

中坪(光永)敬子：公益社団法人日本動物学会 男女共同参画委員会, 第 8期委員 

中坪(光永)敬子：公益社団法人日本動物学会第87回大会関連集会「第17回男女共同参画懇談会 

ランチョン企画:ワークライフバランスを考える〜研究に集中できる環境づ 

くりとは〜」平成29(2017)年9月22日, 100 名, 富山市（富山県民会館），開催 

中坪(光永)敬子：国際生物学オリンピック「日本生物学オリンピック 2017」本選作題委員会委員 

鈴 木 賢 一：ナショナルバイオリソース事業ネッタイツメガエル運営委員会委員 

鈴 木 賢 一：日本学術振興会, 特別研究員審査会専門委員および国際事業委員会書面審査員・ 

        評価員,2017年 

鈴 木 賢 一：50th Annual meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists, Symposium 2,            
Organizer. 

鈴 木 賢 一：日本動物学会第88回大会, シンポジウムS12, オーガナイザー 
鈴 木 賢 一：一般社団法人日本ゲノム編集学会, 庶務幹事 

佐 久 間 哲 史：Nature Publishing Group・Scientific Reports 誌 Editorial Board Member 
佐 久 間 哲 史：文部科学省 研究振興局 ライフサイエンス課 生命倫理・安全対策室 学術調査官 

佐 久 間 哲 史：文部科学省 科学技術・学術政策研究所 科学技術予測センター 科学技術専門家

ネットワーク 専門調査員 

佐 久 間 哲 史：一般社団法人日本ゲノム編集学会, 会計幹事 

佐 久 間 哲 史：一般社団法人日本ゲノム編集学会, 教育実習委員 

大 西   勇：日本生態学会 キャリアパス専門委員会かつ男女共同参画委員会の正委員 
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（2016年4月～2018年1月） 
坂 元 国 望：The International Conference on the Dynamics of Differential Equations（2018年3月14

日～18日）主催, Local Executive Committee Chair 
冨 樫 祐 一：日本生物物理学会 会誌「生物物理」編集委員（2018年1月より副編集委員長） 
冨 樫 祐 一：日本生物物理学会 代議員（平成29・30年度） 
冨 樫 祐 一：Biothermology Workshop, organizer（第2回 2017年12月25～26日開催） 
楯   真 一：日本生物物理学会 評議員 

楯   真 一：日本生物物理学会 専門委員 

楯   真 一：日本核磁気共鳴学会 評議員 

楯   真 一：日本生物高分子学会 副会長 

楯   真 一：Journal of Biological Macromolecules編集委員 

楯   真 一：第56回日本生物物理学会・実行委員 

片 栁 克 夫：大阪大学蛋白質研究所共同研究員 

片 栁 克 夫：日本学術振興会「回折構造生物第169委員会」委員 

片 栁 克 夫：平成29年度日本結晶学会年会および会員総会 実行副委員長 

大 前 英 司：日本生物高分子学会理事 

大 前 英 司：Journal of Biological Macromolecules編集委員 

大 前 英 司：高圧力の科学と技術 編集委員 

大 前 英 司：2017年度 酵素取扱者講習会 世話人 

大 前 英 司：第58回高圧討論会「生物関連高圧シンポジウム：高圧力と生命・生体分子」世

話人 

大 前 英 司：未来を拓く高圧力科学技術セミナーシリーズ(42)「高圧力実験の装置及び素材

の開発の現状と今後の課題」講師 

中 田   聡：日本化学会中国四国支部 代議員 
中 田   聡：GSC広島第3期STEP-Stage 異分野融合シンポジウム 評価委員 
中 田   聡：GSC広島セミナー 講師 
中 田   聡：日本化学会春季年会 講演審査委員  
中 田   聡：日本化学会中国四国支部共催事業 世話人 
中 田   聡：Gordon Research Conference  Vice-Chair 
藤 原 好 恒：GSC広島セミナー 講師 
藤 原 昌 夫：日本磁気科学会 理事 分離分析分科会長 
藤 原 昌 夫：広島大学大学院理学研究科附属両生類研究施設 客員研究員 
泉   俊 輔：天然物有機化学討論会 幹事 
泉   俊 輔：テルペノイド・ステロイドおよび精油討論会 幹事 
泉   俊 輔：（公財）岡山工学振興会選考委員会 委員 
泉   俊 輔：JST SSH運営指導委員（高松市立高松第一高等学校） 
泉   俊 輔：広島大学放射線同位元素教育研究主任 委員 
七 種 和 美：日本質量分析学会 関東談話会 世話人 
七 種 和 美：広島県安田学園安田女子中学高等学校 SSH発表会 講師 
七 種 和 美：横浜市立大学大学院生命医科学研究科 客員研究員 
七 種 和 美：平成29年度「創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業」“エピジェネティクス

研究と創薬のための再構成クロマチン生産と性状解析” 研究員 
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生物化学研究グループ 
・ 企業との共同研究：2件（㈱島津製作所，浜松ホトニクス㈱） 
 
分子遺伝学研究グループ 
・ 山本 卓・佐久間哲史，㈱アステラス製薬：細胞拡張技術の開発 

・ 山本 卓・佐久間哲史，㈱興人ライフサイエンス：酵母でのゲノム編集技術開発 

・ 山本 卓・佐久間哲史，㈱日本製粉：ゲノム編集技術開発 

・ 山本 卓・佐久間哲史，㈱島津製作所：ゲノム編集技術開発 

・ 山本 卓・佐久間哲史，マツダ㈱：次世代バイオ燃料のための藻類でのゲノム編集技術開発 

・ 山本 卓・佐久間哲史，㈱日本ハム：ゲノム編集技術を用いたブタ細胞での遺伝子改変技術

開発 

 
分子形質発現学・分子遺伝学研究グループ 
・ 坂本 敦・山本 卓，次世代自動車エネルギー共同研究講座・藻類エネルギー創成研究室を

開設（マツダ㈱との共同研究講座） 
 
分子形質発現学研究グループ 
・ 坂本 敦・岡﨑久美子，マツダ㈱：藻類生理学研究 
・ 坂本 敦，㈱カネカ：アラントインの植物機能活性化の研究 
 
現象数理学研究グループ 
・ 西森 拓，「極小RFIDを利用したアリの労働分化自動計測システムの構築と解析」に関する

共同研究契約締結：締結先 ㈱エスケーエレクトロニクス 
 

1-5 その他特記事項 

・ 山 本   卓：広島大学自立型研究拠点「ゲノム編集研究拠点」活動 
・ 山 本   卓：基礎生物学研究所とのゲノム編集研究に関する協定の締結 
・ 山 本   卓：薬事日報【特許庁】「広島大が唯一40位入り‐ゲノム編集の特許出願件数」

(2017年5月10日) 
・ 山 本   卓：日経産業新聞 テクノトレンド，「ゲノム編集 改良続く」(2017年5月12日)  
・ 山 本   卓：制作協力したゲノム医療を考える冊子『ゲノム医療の世界』が出版(2017年5

月12日) 

・ 山 本   卓：NHKサイエンスZERO（１）「生命を作り変える魔法の新技術」へ出演(2017

年5月13日) 

・ 山 本   卓：NHKサイエンスZERO（２）「がんを根治！？医療で始まる大革命」へ出演

(2017年5月20日) 

・ 山 本   卓：週間エコノミストにゲノム編集技術の解説(2017年7月12日) 

・ 山 本   卓：週刊医学界新聞に「ゲノム編集は医療に何をもたらすか」とし座談会記事が

掲載(2018年2月19日) 

・ 山本 卓・佐久間哲史：日本経済新聞，「京大と広島大 iPS細胞，狙って編集 新手法を開

発」(2018年3月5日) 

・ 山本 卓・佐久間哲史：日刊工業新聞，「広島大など，DNA一塩基多型を再現 iPS細胞，遺伝
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性疾患治療に道」(2018年3月5日) 

・ 山本 卓・佐久間哲史：日経バイオテクONLINE，「花王，相同組換えで糸状菌の有機酸生産

性を向上 広島大と共同のゲノム編集TALEN技術を活用」(2018年3月22日) 

・ 山本 卓・佐久間哲史：農芸化学会トピックス賞を受賞 

・ 中坪(光永)敬子：広島大学男女共同参画推進室協力教員として活動 

・ 中坪(光永)敬子：第15回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム「広島大学の女性活躍促進の

取組」を報告（2017年10月14日） 

・ 片 柳 克 夫：放送大学 広島学習センター 面接授業講師 

・ 芦 田 嘉 之：講談社の会員制雑誌「HBR」（ヘルス＆ビューティ レヴュー）に4本の記事

掲載 
・ 泉   俊 輔：広島大学理学研究科ペプチドマスフィンガープリンティング講習会 
・ 泉   俊 輔：岡山県教育委員会理科教員研修会 
・ 泉   俊 輔：広島大学自然科学研究支援開発センター質量分析講習会 
・ 泉   俊 輔：出前講義（広島大学付属高等学校，岡山県立玉島高等学校，広島県立国

泰寺高等学校，安田女子大学付属高等学校，広島県立祇園北高等学校） 

・ 泉   俊 輔：明治大学非常勤講師「科学リテラシー概論」 

・ 泉   俊 輔：広島市医師会看護専門学校非常勤講師「生化学」 

・ 中 田   聡：Symposium on spatio-temporal pattern formation under nonequilibrium condition, 

JSPS Bilateral Program, 2017年3月3日, 30名参加，広島大学，主催. 

・ 中 田   聡：出前講義（広島市立広島中等教育学校，広島市立安佐北高等学校）． 

・ 藤 原 好 恒：広島大学総合博物館のニューズレター HUM-HUM Vol.10のフォトアルバム

＠キャンパス用原稿および花の写真 

・ 藤 原 好 恒：「広島大学環境報告書2017」の表紙および裏表紙用に写真9枚提供 

・ 藤 原 好 恒：「広島大学環境報告書2017」の「自然環境 東広島キャンパスの自然景観と

生態系」用に写真8枚提供 

・ 藤 原 好 恒：「広島大学環境報告書2017」の「環境研究」用に写真1枚提供 

・ 針 田   光：平成29年度日本化学会中国四国支部支部長賞受賞 

・ 坂本 敦・山本 卓：マツダ(株)との共同研究講座の設置 

・ 坂本 敦・山本 卓：「共同研究講座の設置について」プレスリリース（2017年4月28日） 

・ 坂本 敦・山本 卓：日経バイオテクONLINE「マツダ，藻類エネルギー創成研究室を広島大

に開設」(2017年4月28日) 

・ 坂本 敦・山本 卓：「藻から車の燃料を：研究拠点公開」NHKでニュース報道（2017年4月

29日） 

・ 坂本 敦・山本 卓：中国新聞，「藻からバイオ燃料：実用化探る」(2017年4月29日) 

・ 坂本 敦・山本 卓：日本経済新聞，「藻から車燃料開発へ：マツダと広島大学，共同研究」

(2017年4月29日) 

・ 坂本 敦・山本 卓：日刊工業新聞，「マツダと広島大学，藻類から車燃料」(2017年5月1日) 

・ 坂本 敦・山本 卓：自動車産業ポータル MARKLINE ONLINE「マツダ，広大と共同で藻類

からのバイオ液体燃料の生産を研究」(2017年5月2日) 

・ 坂本 敦・山本 卓：日刊自動車新聞，「マツダ，広大と共同で微細藻類からのバイオ液体燃
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─ ╩ ₉(2017 5 2 ) 

ה  ה  ♥◒ⱡ꜡☺כONLINE₈ⱴ♠♄≤ Ᵽ▬○

≢ ₉ 2017 8 23 -24  

ה  ה ⱴ●☺fiX₈ꜟ♦⸗כꜙ♬  ⌐ ┌╣√ │ ⌐ ╕╣√

⌐ ₉(2017 8 47 ) 

RIMS ₈     ה ⌐⅔↑╢ ≤ ₉, , 2017

10 30 -11 1 .  

₈     ה ─ ₉( ─ 2017 ,( )

 ), , 2017 8 8 -10 . ( ) 

 Qualitative Theory on Nonlinear Partial Differential Equations, Okayama    ה
University,  17-19 th Sep 2017.   

 A3 Workshop on Interdisciplinary research connecting mathematics and    ה
biology,  NIMS Daejeon Korean, 12-14 th May 2017.  

ה  ה The 3rd Hiroshima International Symposium on Future Science “Frontiers in   

Bioimaging Based Life Science” 2018 3 21 -22  

 

 

 

○特許出願 

ה  ה , ⱳꜞⱭⱪ♅♪, 2017-236660 29 12 11

☿fi♃כ ▪☻♥ꜝ☻ ≤─  
ה  ה , Platinum TALEN╩ ™√T ─ , 

2017-197010 29 10 10 ꜠Ɽ♩▪☺▼Ⱡ◦☻≤─  
ה  ה , ⱳꜞⱭⱪ♅♪, PCT/JP2017/044266 29 12 11
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⅔╟┘∕─ 2018-041322 30 3 7  
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(GPCR)─ , 2017-084803 : 

2017 4 21  

 

 

Ⅵ－ 58


	00　合紙（H29）
	（納品用）06　数理分子生命理学

